
レヴェドボゥ UV ケアセラム  50g SPF50＋ PA＋＋＋＋  

守るだけではなく、育てるような UV ケアを。 

■ 紫外線対策と肌ケアを同時に叶える多機能設計 

日常生活で気になる紫外線から肌を守る処方設計。さらに、保湿・整肌・ハリ感に着目した成分（ナイアシンアミド、

ペプチド、ヒアルロン酸 Na など）を組み合わせ、日中もスキンケア感覚で使える美容液発想の UV ケアです。 

■ 美容液グレードの成分配合 

ナイアシンアミド、カルノシン、ベンタペプチド-48 など、エイジングケアに着目した美容成分を配合。紫外線から肌を

守りながら、乾燥やキメの乱れにもアプローチします。普段お使いの美容液との併用ももちろん可能で、日中のケアを

より効果的にサポートします。 

■植物・発酵由来成分 

シア脂やヒアルロン酸 Na、イチジク果実発酵液、マンダリンオレンジ果皮エキスなど、うるおいとツヤをサポートする天

然由来成分をバランスよく配合。肌のコンディションを整え、つけた瞬間から心地よい使用感を目指しました。 

■ 軽やかな質感と密着力を両立 

スキンケアベースの処方により、のびの良いテクスチャーながらムラになりにくく、メイク前にも使いやすい仕上がりに。

白浮きしにくく、肌に自然になじみます。 

■ 一般的な日焼け止めとの違い 

UV ケアセラムはスキンケア機能を重視した“美容液発想”の UV ケア。「塗るほどに肌をいたわる」感覚を重視した、

年齢肌にも適した設計です。毎日のお手入れの延長としてお使いください。 

■ ビルベリー葉エキスによるブルーライト環境への着目 

スマートフォンやパソコンの使用による光環境にも着目し、ビルベリー葉エキスを配合。肌のキメを整え、すこやかなコ

ンディションを保つようサポートします。 

■ イザヨイバラエキスで肌荒れを防ぎ、すこやかに 

紫外線などでゆらぎがちな肌にも配慮し、イザヨイバラエキス（保湿・整肌成分）を配合。紫外線ダメージを抑制し、

セラミドの合成を促進。肌にうるおいを与え、すこやかな状態に整えます。 

■ 洗顔料で落とせるやさしい処方 

クレンジング不要※で、普段お使いの石けんで落とせる処方。 

毎日使うものだからこそ、肌への負担を軽減し、敏感に傾きやすい肌にも使いやすく設計されています。 

※ファンデーションなどのメイクを重ねた場合は、メイクに合ったクレンジングのご使用をおすすめします。 

※本資料は社内用の参考資料です。薬機法に基づく表現ではない箇所も含まれておりますので、SNS や対外的な

ご使用の際は内容をご確認のうえ、十分にご注意ください。 



【美容成分一覧とその働き】 

ヒアルロン酸 Na：高い保水力で肌にうるおいを与える。乾燥を防ぎ、ハリ感をキープ。 

ナイアシンアミド：シワ・くすみ・色ムラにアプローチ。美白・肌荒れ防止・皮脂抑制の万能成分。 

カルノシン：抗酸化・抗糖化作用により、肌のハリ低下や黄ぐすみを予防。年齢肌に有用。 

グリセリン：肌なじみの良い保湿剤。乾燥から肌を守り、やわらかく保つ。 

BG（ブチレングリコール）：保湿・抗菌補助。植物エキスの浸透を助けるブースター的存在。 

ペンチレングリコール：保湿・防腐補助。肌をやわらかくし、他成分の浸透性を高める。 

シア脂（シアバター）：高保湿・肌保護。天然のエモリエントで乾燥や刺激から肌を守る。 

水溶性コラーゲン：肌表面の保湿とハリ感アップ。乾燥による小ジワを目立たなくする。 

水添レシチン：肌のバリア機能を補い、保湿成分を抱え込んで角層へ浸透させる。 

グリチルリチン酸 2K：甘草由来の抗炎症成分。肌荒れや赤みのケアに優れる。敏感肌にも。 

マンダリンオレンジ果皮エキス：キメ・毛穴の引き締め、透明感アップ。肌を明るく見せるサポート。 

イザヨイバラエキス：肌荒れ防止・収れん作用。ゆらぎ肌や敏感肌のサポートに。 

テンニンカ果実エキス：紫外線ダメージを抑える抗酸化作用。肌の透明感を守る。 

パイナップル果実エキス：酵素による角質ケア・毛穴ケア。肌をなめらかに整える。 

ビルベリー葉エキス：抗酸化・抗糖化作用。年齢サインにアプローチ。 

シゾサッカロミセス／イチジク果実発酵液：発酵による保湿・透明感サポート。肌の代謝を整える働き。 

ベンタペプチド-48：肌の弾力・ハリをサポートするペプチド成分。年齢肌に有用。 

トコフェロール（ビタミン E）：抗酸化作用で肌の老化を防ぐ。紫外線やストレスから肌を守る。 

メチルグルセス-10：高い保湿力とべたつかない使用感。柔軟・保湿サポート。 

 

【美容的ポイント】 

・保湿×美白×抗酸化×ハリケアをすべて押さえた豪華処方 

・（トレンド）ナイアシンアミド・ペプチド・発酵エキス・カルノシン配合 

・「守る（UV カット）」と「育てる（美容成分）」を両立 

※本資料は社内用の参考資料です。薬機法に基づく表現ではない箇所も含まれておりますので、

SNS や対外的なご使用の際は内容をご確認のうえ、十分にご注意ください。（20250702） 


